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生体防御の最前線においては、免疫系を中心とする細胞表面受容体群が、腫瘍細胞・ウイルス感染細

胞・感染微生物の表面抗原蛋白質を認識し、免疫細胞の活性化に関わっている。これら細胞表面で起こ

る現象を明らかにし人為的に制御することで、自己免疫疾患やがん、感染症を克服する特異性の高い

免疫制御が可能になると期待される。本申請では細胞表面受容体のうち、結核菌表面の糖脂質を特異

的に認識する Mincle とウイルス表面や細胞表面に存在する糖タンパク質のシアル酸を含む糖ペプチ
ドを認識する PILRαを中心に研究を進めた。昨年度までの本共同研究によって、両タンパク質共に帰
属がほぼ完了している 
 
本年度は、これまで進めてきたMincleの糖脂質認識機構の解明に加え、ナノディスクを用いたコレス
テロール認識機構の解明にも取り組んだ。Mincleの糖脂質認識機構については、これまでの滴定実験
により、NMRにより糖脂質認識に関わることが示唆されているアミノ酸への変異させたタンパク質を
用いて、NMR を用いた滴定実験の結果、結合の減弱がみられた。現在、今回新たに分かった Mincle
の糖脂質認識機構について論文投稿準備中である。一方で、コレステロールを含むナノディスクを用

いたコレステロール認識機構についても解析を進めた。しかし、現在までのところ有意な化学シフト

変化は見られていない。そのため、今後はさらに多くのコレステロールを含むナノディスクの作製な

どを進める。 
 
PILRαについては、糖ペプチドの認識において、X線構造解析では明らかになっていなかった認識機
構が明らかとなっており、論文投稿準備中である。 
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